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長
市
脇
西

三
象
山
片

に
気
元
を
脇
西

西小タータンのランチョン
マットを作った児童たち

不
断
の
努
力
が
実
を
結
ぶ

　
西
脇
小
学
校
６
年
生
の
子
ど
も

た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン

し
た
「
西
小
タ
ー
タ
ン
」
の
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
市
長

室
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
地
場
産
業
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
西
脇
市
に
は
播
州
織
以
外
に
も
、

釣
り
針
や
黒
田
庄
和
牛
、
山
田
錦
、

播
州
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
る
さ

と
・
西
脇
市
」
に
、
も
っ
と
興
味

を
持
っ
て
学
ん
で
く
れ
る
よ
う
、

今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
う
れ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
播
州
織
関

係
者
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
「
世

界
初
の
残
糸
備
蓄
シ
ス
テ
ム
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来

廃
棄
し
て
い
た
「
染
色
さ
れ
た
残

糸
」
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
付
け
、
糸
の

太
さ
や
色
な
ど
の
情
報
を
入
力
し

て
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま

た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
糸
に
付
け
る
技
術

は
、「
釣
り
針
」
を
利
用
し
た
特

許
技
術
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

産
地
全
体
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
糸

を
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
私
が
目
指
す
環
境
に

や
さ
し
い
循
環
型
社
会
に
一
歩
近

付
き
ま
す
。
ま
た
、
試
織
（
サ
ン

プ
ル
作
成
）
に
要
す
る
コ
ス
ト
低

減
や
納
期
短
縮
が
可
能
と
な
り
、

商
談
機
会
や
販
路
の
拡
大
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

産
地
全
体
で
協
力
し
て
残
糸
を
再

活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
他
の
地

域
で
は
例
を
見
な
い
も
の
で
す
。

　
４
月
は
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し

て
、
誇
り
の
持
て
る
西
脇
を
皆
さ

ん
で
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
44
年
に
西
脇
市
と
レ
ン
ト

ン
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で

今
年
で
節
目
の
50
年
目
を
迎
え
ま

す
。
レ
ン
ト
ン
市
と
は
こ
の
間
、

中
学
生
親
善
使
節
団
や
市
民
使
節

団
を
相
互
に
派
遣
す
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
親
善
使
節
団
の
派
遣
は

昭
和
62
年
に
始
ま
り
、
今
年
も
市

内
在
住
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に

募
集
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
先
輩
た
ち

か
ら
は
、
中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん

に
「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
良
い
体
験
が
で

き
る
の
で
、
絶
対
に
レ
ン
ト
ン
に

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
届
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
異
文
化
交
流
を
体

験
し
、
大
き
く
成
長
し
ま
せ
ん
か
。

◆
派
遣
期
間

　
８
月
18
日
（
日
）
〜
27
日
（
火
）

／
28
日
（
水
）
帰
国
予
定

▲両市の中学生親善使節団員（昨年８月20日／レントン市役所）

こ
れ
か
ら
の
時
代
の「
学
び
方
」〜
新
学
期
を
迎
え
て
〜

◆
募
集
人
数　
14
名
（
予
定
）

◆
費
用

　
個
人
負
担
８
万
円
。
そ
の
他
の

公
的
費
用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
市
内
在
住
の
中
学
３
年
生
（
市

内
在
住
で
市
外
学
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
も
応
募
可
）

◆
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
と
志
望
動
機
書

（
目
的
や
希
望
理
由
を
指
定
原
稿
用

紙
両
面
１
枚
に
ま
と
め
た
も
の
）

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。
書
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返

却
で
き
ま
せ
ん
。

◆
応
募
締
切　
４
月
23
日
（
火
）

必
着

◆
応
募
・
問
合
せ

　
学
校
教
育
課
（
市
役
所
内
線
５

２
７
）

姉
妹
都
市
・
レ
ン
ト
ン
市
で
異
文
化
交
流
を
体
験

　

―

西
脇
市
中
学
生
親
善
使
節
団
員
を
募
集
し
ま
す―

　
西
脇
市
・
市
教
育
委
員
会
・
市
国
際
親
善
交
流
協
会
で
は
、
姉
妹
都

市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ン
ト
ン
市
へ
派
遣
す
る
「
中
学

生
親
善
使
節
団
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
相
互
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
文
化
や
生
活
様
式
、
考
え
方
の

違
い
な
ど
を
理
解
し
、
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　「健康」「お金」「孤独」が、高齢者の３大不
安といわれています。悪徳業者はそれらの不安
に目を付け、高齢者の年金や貯金を狙っていま
す。トラブル事例や手口を知って、トラブルを
事前に回避しましょう。
◆トラブル事例
◇架空請求　はがきやメールで身に覚えのない
請求が来た。
◇訪問買取　靴などの不用品を買い取ると言っ
て、実際は貴金属を要求された。
◇定期購入　１回だけのお試しのつもりが、４
回購入が条件の契約だった。
◇ワンクリック詐欺　サイトで突然「会員登録
完了」の画面となり、高額請求された。
◇催眠商法　集会所などで無料の商品をもらい、
最後に高額な商品を契約させられた。
◇詐欺的金融投資の勧誘　「あなたは選ばれた」
などと言われ、金融投資を勧められた。
◆対処法
◇不審と感じたらきっぱり断る。
◇不安なときは、契約前に身近な人に相談する。
◇よく分からない契約は結ばない。
　　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　　
　お困りのことがあるときは、消費生活センタ
ーに相談しましょう。

直売所向け一押し野菜の栽培に取り組んでいます

　農産物直売所「北はりま旬菜館」では、スーパーマー
ケットに並ぶ野菜との差別化や品ぞろえの充実を目指し
て、種苗メーカーを講師に迎え、定期的に野菜の栽培講
習会を開催しています。このような取り組みの積み重ね
によって、サツマイモや小玉スイカ、子持ち高菜など評
判の良かった野菜を、北はりま旬菜館の推奨野菜として
売り出しています。
　今年は出荷者の皆さんとともに、果物が出回りにくい
端境期に収穫できるメロンの栽培に挑戦します。栽培管
理が簡単で糖度の高い品種を選んでおり、メロンは６月
下旬から７月にかけて、北はりま旬菜館の店頭に並びま
す。ぜひご賞味ください。
　また、出荷者らでつくる北はりま農産物直売所出荷者
協議会内に育苗・栽培促進部会を設置し、出荷者の皆さ
んが自ら推奨野菜の苗を育てています。今後は野菜苗以
外にも収益性の高い花や観葉植物を育苗するなど、より
魅力ある直売所づくりに取り組んでいきます。

　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

１

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

あぐりコラム

　
偶
然
に
も
こ
の
４
つ
の
英
単
語

の
頭
文
字
を
つ
な
ぐ
と
、「
Ｌ･

Ｏ･

Ｖ･

Ｅ
」
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
「
好
き
」
と
い
う
意
味
で
す
。

私
は
Ｌ･

Ｏ･

Ｖ･

Ｅ
を
、「
自
分
が

好
き
」「
あ
な
た
が
好
き
」「
今
や

っ
て
い
る
活
動
が
好
き
」
と
い
う

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、「
自
尊
感
情
や
自
己
有

用
感
」「
友
だ
ち
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
の
楽
し
さ
」「
達
成
す
る
喜
び
や

達
成
感
」に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、「
新
た
な
意
欲
」
が
芽
生

え
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　 

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
研
修
会
を
終
え
た
後
も
、
呪
文

の
よ
う
に
、
４
つ
の
英
単
語
が
頭

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
ま
す
。

や
や
強
引
に
結
び
付
け
ら
れ
た
話

だ
、
と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
が
、

妙
に
納
得
し
て
い
る
自
分
に
気
付

き
ま
し
た
。

　
昔
、
祖
父
か
ら
「
好
き
こ
そ
、

物
の
上
手
な
れ
」
と
聞
い
た
こ
と

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
改
め
て
、

興
味
や
関
心
を
持
ち
、
自
ら
学
ん

で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し

ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
を
「
好
き
」

に
な
っ
て
、
楽
し
く
元
気
に
有
意

義
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。（
人
権
教
育
課
）

　
満
開
の
桜
の
下
、
色
と
り
ど
り

の
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、

歩
い
て
登
校
す
る
小
学
１
年
生
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

希
望
を
胸
に
、
元
気
に
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
あ
る
研
修
会
で
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　 

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
『
多
様
化
の
時
代
に
、
子
ど
も
た

ち
に
特
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
力

に
は
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

と
「
人
間
関
係
を
築
く
力
」
で
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
で
は
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
周
囲
と

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
取
り
入
れ
た

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
の
学
校
生
活
で
、
子
ど
も

た
ち
に
意
識
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

４
つ
あ
り
ま
す
。

 

・
人
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
。 

　
（
Ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
）

 

・
心
を
開
い
て
思
い
を
受
け
止
め 

　

る
こ
と
。（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
）

 
・
声
に
出
し
て
自
分
の
思
い
を
伝

　
え
る
こ
と
。（
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
）

 

・
ど
ん
な
活
動
で
も
楽
し
む
こ
と
。

　
（
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
）


